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ない。五四期の東西文化論争において、西方派の旗手陳独秀から東方派の代表として痛烈に批判され、儒教倫理の重視を説く保守派としてのイメージを強く刻印された人物である。確かに彼は儒教倫理の重要性を説いたが しかし、同時にまた科学教育を積極的に推進し、植物学大辞典、動 学大辞典を編纂するなど、 「中国科学界の先駆
」（１）
とされ








































論（ 「自存」論）の方に移している。そして、 杜の「精神文明」論（ 「自存」論）について次のように述べるのである。「われわれは杜にとっての最大の「問題」がいかにして「自存」を実現するかという点にあったことをみてきた。そ









存続させることであった であり、結局 彼は旧来 儒教文明の維持 存続を自らの最大 課題とする守旧的な人物であった、とするの る　
しかし、すぐ後に見るように、杜は、その思想的営為の初期において、すでに儒教的世界とは異なる世界観に立脚



























た科学啓蒙雑誌『亜泉雑誌』の序に次のように述べている。「もしわが国の人士が、皆政治活動に熱心になるならば、下（民間）においては、大声で叫びまわり、何の技術も持つことなく、年老いて生産をしない人物ができあがる。朝廷においては 衝突・競争がいつまでもくり返され こととなる。そんなことならば、むしろ目標を下に置いて、実際の がらに潜心 、技能に習熟し、各々高等の職業についた方が、不敗の基礎となるだろう。 ・・・・・・わ 社会中の多数の生命の存続は、必ず農商工業界にかかっていることを知らねばならない。今、世界においては、二十世紀は工業技術 時代だと言われている。私は、わが国の人々が一国の中で騒々し 争いあ 、万国と存続を争うという現実をおろそかにし いる とを恐れ もし職業を興して社会を豊かに きれば、それ以外のことは憂うるに足りな 。
」）（1
（
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すなわち、社会の人々の生命は「農商工業」によって維持されている。そして、今世紀は「工業技術の時代」だと
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「 （われわれ中国人皆が考えている人生の目的は一字で表わすことができる。福である。――前文の大意）わが中国人の言う福とは、快楽を感じ苦痛を感じな であり、享福とは心・力を労することなく快楽を感じ苦痛を感じないことである。これがわが中国人が人生の目的とみなすものであ 私は、そこ おいて わが中国人は実は人 の目的を誤解していると知る。
」）11
（
「わが中国人は個々人が誤った目的を抱いて生活している。だから、費やされる心力と体力が誤ったところに向かわざるをえず、専ら得 べきでない権利を得ようとし 尽くすべき義務を巧みに避けようと 。 や もその享福の目的を達せられる であれば、その行為がどんなに不正 も であれ、一切置いて顧みな 。そ 行為 結果、わ
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を運用して生産を行う「財産階級」 （資本家階級）が台頭する。そし ちょ どその頃、 「政治生活の希望を捨 」た「知識階級」 （知識人たち）が科学・技術を発展させ 両者が結びついて、自由平等・権利の尊重・科学 重視特徴とする「財産階級の文化」を生み出すこととなった。　
それに対して、中国の場合は
「 （王朝、貴族階級が）廷尉・射策・選挙〔かつての意味での〕 ・制科、その他類似の方法を用いて彼ら（知識階級）を誘引し、政治生活への希望を捨てさせないようにした。知識階級の誘引される人数は、どんどん多く ・いくらか財産のある者は、安座徒食して 経営 能 は無く、財産 無い者は、いくらかの精神的労働をす 以外は、ほとんど筋肉労働をできる者はいなくなった。だから、財産階級・労働階級とはどちらとも相容れ い。これ 過剰な知識階級である。また労働階級におい も、人口が多すぎるが出産を止めるこ できず、過剰な労働階級を生み出している。つまり、労働の地位をもたな か不正な労働を る者たちである。例えば わが国の兵 この過剰な労働者の一種であり、他に地棍・流亡・盗賊・乞食の類もこれに当てはま ら過剰な労働階級は、すなわち遊民










ではなく、事実において、一定の財産を持ち官吏登用試験に挑戦する（ある は合格した官僚を出した）家柄を意味した。したがって、一定の財産を蓄積しえた者（一族）は、ほとんどが「士」人たらんと て 吏登用試験 応じ、政権に参与 ようとする志向をもっていたのである。しかし、実際に試験に合格しうるものはその中のごく一部に過ぎなかった。選に漏れた大多数の「士」人（ 「過剰な知識階級」 ） 以後もなお（大きな鬱屈を抱えながら）繰 返し挑戦し続けることとなるのである。　
他方、そうした「士」人（ 「知識階級」 ）の世界に入れない、膨大な貧民が存在する。彼らの一大部分は、農工商の
生業に携わることのない、無業あ いは反社会的行為（ 「兵」を含む）によって生活する者 ち 「過剰な労働階級」つまり「遊民階級」 ）である。この階級 、状況によっては、鬱屈・不満を抱えた「過剰 知識階級」と結び い王朝（貴族階級）を転覆し、政権を奪取するということ（ 「革命」 ）もまれではなかった。しかし、彼らは政権 座に就くや否やまもなく貴族化 、社会組織は従来と全く変わることなく温存されたの あ （ 「帝王革命」 ） 。













剰な知識階級の中の一部」と「過剰な労働階級の中の兵」であった。西洋をまねたの わずかな形式だけであり、実質は旧来の「帝王革命」 少しも変わら いものであった むしろ、 西洋的理念の影響によって、 先の中国独特の「文化」の傾向はさらに激化し、 「修羅場の世界」が現出するに至った であ 。――なお の引用文中に見られるように、杜は、中国にもまた「財産階級」の存在を見ないわけではない。しかし、彼らは十分 知識をもたず勢力も極めて脆弱ものと考えているのである。――　
そして、杜は、そのような悲惨な状況を生み出した最大の責任 「知識階級」にあるとする。
「民国成立以来、連年の紛擾で、失われた生命、消耗した財産は計りしれない。論者は皆その責任を軍人・兵士に帰す。しかし、それを挑発した 誰か？それをそそのかした は誰か？誰がそ ために画策 たのか？誰がそ ため 標




































彼らは貴族的性質（ 「誇大驕慢」 ）と遊民的性質（ 「軽佻浮薄」 ）の間を揺れ動き、 「心・力を労することなく快楽を





「教育の基礎は、国民生活の上に立てられるべきであり、官吏出世の上に立てられるべきではない。国民は生活を謀るために教育を求めるべきであり、官吏になるために教育 受け べきではない。二者の目的は大きく異 り その効果も全く違うものであ 。
」）（1
（













族（一族）はその子弟に総力 傾注して教育を施し 彼 名誉ある官僚への道を登るよう期待 た それに対して、杜は次のよ に云う。西洋では、成人後自立するために に精励 貯蓄をこころがける 他方、中国
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特権的優遇が与えられた。そのため 商人たちの間 「恩寵に期待する」空気が生まれ、 「労苦に耐え忍ぶ志」が挫かれた。結局、その政策は全国 実業界には何の支援 もならなかっただけでなく、むしろ商人たちを収奪し苦しめるものとなった、と。　
また、民国成立後については次のように言う。
「民国が成立して、官位による奨励はすでに排除されたけ ども、優遇にありつこうとする習性は深く人々の脳内に









っており、真に実業を振興させよう する政策であると 見なしがたい。現在展開されている実業の中にも、特に大事業には官僚の影響力が及んでおり、特権的優遇を利用して他 事業者を圧迫している。 「これをとり除かなければ、実業を興隆させようとしてもできない」だろ 、 。　
そして、彼は、次のように っきりと言明する。
「もし、官吏の権威を取り去って人民と平等にし、その俸禄も中人の生計を支えられるだけ ものにするならば、人民は官吏をそんなに高い地位だとは見なさず、野望 能力を持った者は必ず独立自営の事業に従事す ようにな だろう。
」）31
（


































すなわち、放縦に陥ることのない、 「克己」 （自己抑制）に基づく「奮闘」 、争奪に堕すること ない、 「自己の努力」
による「奮闘」でなければならないとされるのである。　
そして、そうした認識の上に立 独立自営」の実業の基礎となる経営の精神が説かれることと る。






















「わが国の新勢力の所在は、私もほぼこれを推測する とができる。つまり、その人は決して政治上において 活し旧勢力の一部を分け取ってそれを占拠しようとする で なく、知識能力を備え、社会事業に従事して 自力での生活を謀ろうとする人であ さらに、その人はま 、決して勢力を得て他人 排除 ようとするのではなく、ただは





























のであるが、しかし 彼 決して君主制復活論者で なく、ま 先に見たように従来の家族制度改革 提唱者であった。彼が追求・模索する「国民共同の概念」は、旧来の儒教 上下的な社会倫理ではなく、自立的な 々人相互 社会的な共同の理念なのであ 。
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そして、杜は自らの構想する国家について次のように言う。





























したものとなりえて ないといえよう しかし、それは決して旧来の社会的関係へ 回帰を説くもので ない。以上に見来 ったように、杜は、中国社会 中に広範に「独立自営」の実業経営を生み出し、そ によって「自立的」個
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人を創出して「真の共和」国家建設の社会的基礎にしようとしたのであり、 彼の説く儒教的な「国民共同の概念」は、自立的な個人相互の社会的共同の理念を模索するものと てあるのである。　
以上のような杜の思想内容は、陳の批判より前に、すでに杜の議論の随所にくり返し語られていたものである。批
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（
66）　
同右、三五七頁

